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【概要】 

株式会社日立製作所日立研究所大みか地区において、2016 年 1 月 25 日から同

年 3月 25 日までの 2か月間の長期インターンシップに参加する機会をいただき

ました。日立製作所は日本最大の総合電機メーカーであり、情報・通信システ

ムや社会・産業システム、電子装置や高機能材料に至るまで幅広い分野を扱っ

ています。また研究開発グループには日立研究所や基礎研究センタなどの拠点

があり、基礎研究にも力を入れている企業です。 

 

【研究内容】 

今回のインターンシップでは、リチウム

イオン二次電池（LIB）の材料開発に携わり

ました。LIB は正極材、負極材、電解質から

構成されておりますが、自分に課せられた

テーマは “正極材の合成メカニズムの検討”

でした。前半の 1か月で正極材の前処理、

混合、焼成までの一連の流れとその評価方

法を習得し、後半の 1か月では製作した正

極材の性能評価を行い、目標とする性能を

得るためのプロセスの検討、実施を行いました。 

まだ始まったばかりの研究テーマで、腰を据えて１つの研究を形にするには 2

か月間という時間はとても短くまだまだやり足りないことが残ってしまいまし

たが、正極材の前処理手順を確立することができた点は今回のインターンシッ

プのひとつの成果になると考えています。 

 

 

 

リチウムイオン電池の模式図 

正極
(酸化物等)

負極
（炭素等）

電解液

セパレータ
（高分子膜）

放電充電

Ｌｉ

Ｌｉ

Ｌｉ Ｌｉ

Ｌｉ

Ｌｉ

Ｌｉ

Ｌｉ

Ｌｉ

Ｌｉ

Ｌｉ
Ｌｉ Ｌｉ

リチウムイオン電池の動作



【総括・感想】 

 材料開発という化学系の研究に携わり、物理を専攻する自分にとって異分野

に飛び込む形になりました。慣れない操作や足りない知識に最初は戸惑いもあ

りましたが、さまざまな化学的な実験手法を習得できたり、化学初心者である

という利点を活かして基本的なところから気軽に質問できたりしたことは、自

分の知見を広げる上で非常に有益な経験となりました。また、まだ初期段階の

研究テーマを与えていただいたことで、民間企業で研究開発をする上で必要な

手順を一から学んだり、自由に研究方針などを提案し実践したりできたという

ことはとても貴重な経験になりました。さらに自分の専門分野に近い論文を読

んでこのような実験ができるのではないかという提案ができたことも、「自分は

異分野に飛び込んでも活躍できる」という自信につながりました。実習期間中

には実習テーマ以外の工場や実験室も見学することができ、興味深い研究テー

マについてお話を伺うこともできました。 

 今後の自分が研究活動を進めるにあたって、日立研究所で得たさまざまな経

験を自分の糧にしてより一層精進していく所存です。 
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